
〈
総
会
発
言
者
〉

都
知
事
選
か
ら
4
か
月
、
都

議
選
ま
で
7
か
月
。
都
民
の
都

政
へ
の
関
心
が
か
つ
て
な
く
高

ま
り
、
石
原
元
都
知
事
以
来
の

闇
に
次
々
と
新
た
な
事
実
が
明

ら
か
に
な
る
な
か
で
、
革
新
都

政
を
つ
く
る
会
は
、12
月
8
日
、

エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
で
2
0
1
6

年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
2
0
1
6
年
都
知
事
選
の
た

た
か
い
の
総
括
②
都
知
事
選
か

ら
4
か
月
の
小
池
都
政
③
都
民

要
求
実
現
、
都
民
が
主
人
公
の

都
政
を
め
ざ
す
活
動
、
に
つ
い

て
討
議
し
、
活
動
方
針
と
体
制

の
確
立
を
は
か
り
、
都
民
が
主

人
公
の
都
政
の
実
現
め
ざ
し

て
、
新
た
な
情
勢
の
も
と
で
の

た
た
か
い
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
の
議
事
は
、
今
井
晃
、

金
子
秀
夫
両
代
表
世
話
人
を
議

長
に
進
行
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
、
長
谷
川

清
代
表
世
話
人
は
、
安
倍
政
権

の
暴
走
政
治
に
よ
っ
て
都
民
・

国
民
の
困
難
が
深
刻
な
事
態
に

あ
る
こ
と
を
告
発
し
、
安
倍
暴

走
政
権
と
た
た
か
う
野
党
と
市

民
共
同
の
発
展
の
重
要
性
を
指

摘
。
7
月
の
参
院
選
の
直
後
に

た
た
か
っ
た
都
知
事
選
で
も
安

倍
政
権
と
対
峙
す
る
共
同
が
ひ

ろ
が
り
、
野
党
と
市
民
で
た
た

か
っ
た
こ
と
は
画
期
的
だ
と
述

べ
、
さ
ら
に
共
同
の
た
た
か
い

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
緊
迫
す
る
国
会
か

ら
駆
け
つ
け
た
小
池
晃
日
本
共

産
党
書
記
局
長
・
参
議
院
議
員

が
国
政
報
告
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
、カ
ジ
ノ

な
ど
国
民
世
論
に
支
持
さ
れ
な

い
法
案
を
次
々
と
強
行
採
決
す

る
安
倍
政
権
の
暴
走
は
、
行
き

詰
ま
り
と
弱
さ
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
、
市
民
の
声
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
大
義
の
旗
が

明
確
に
な
り
、
本
気
の
共
闘
が

で
き
れ
ば
勝
利
で
き
る
」
と
訴

え
、
参
加
者
は
大
き
な
拍
手
で

応
え
ま
し
た
。
第
四
回
定
例
会

で
の
一
般
質
問
中
の
た
め
に
出

席
で
き
な
い
日
本
共
産
党
都
議

団
か
ら
は
、
連
帯
と
都
議
選
で

の
前
進
・
飛
躍
の
決
意
を
込
め

た
メ
ッ
ツ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

安
倍
暴
走
政
治
と
対
峙
し
、

都
民
の
世
論
と
運
動
で
都
民
が

主
人
公
の
都
政
を

都
知
事
選
総
括
及
び
小
池
都

政
の
4
か
月
、
活
動
方
針
を
中

山
伸
事
務
局
長
が
提
案
し
ま
し

た
。2

0
1
6
年
都
知
事
選
総
括

に
つ
い
て
は
、
構
成
団
体
・
地

域
組
織
で
の
事
前
討
議
で
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
①
は
じ

め
に（
総
括
の
ス
タ
ン
ス
）②
選

挙
戦
の
結
果
③
情
勢
の
特
徴
と

た
た
か
い
の
経
過
④
都
知
事
選

で
の
市
民
と
野
党
の
共
同
⑤
革

新
都
政
を
つ
く
る
会
の
た
た
か

い
⑥
選
挙
体
制
と
主
体
的
力
量

⑦
今
後
た
た
か
い
と
課
題
、
に

つ
い
て
「
経
過
・
関
連
資
料
」
も

添
え
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
小
池
新
都
政
の
4
か

月
も
踏
ま
え
て
今
後
の
「
都
民

が
主
人
公
の
都
政
を
め
ざ
す
活

動
」
に
つ
い
て
提
案
。
対
都
要

求
、政
策
活
動
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、体
制
強
化
に

つ
い
て
提
案
す
る
と
と
も
に
直

面
す
る
都
政
の
焦
点
で
あ
る
築

地
市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
へ
の

と
り
く
み
を
提
起
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
青
年
、
女
性
、
教

育
、
自
治
体
、
環
境
・
地
域
住
民

運
動
、
医
療
・
介
護
、
法
律
家
、

市
民
運
動
の
各
分
野
か
ら
都
民

の
く
ら
し
、
福
祉
の
深
刻
な
実

態
と
切
実
な
都
政
へ
の
要
求
、

都
民
運
動
の
前
進
と
課
題
に
つ

い
て
発
言
が
お
こ
な
わ
れ
、
運

動
方
針
案
を
深
め
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め
を
お
こ
な
っ

た
中
山
事
務
局
長
は
「
討
論
を

通
し
て
、
各
層
・
各
分
野
の
深

刻
な
実
態
と
都
民
要
求
、
た
た

か
い
を
共
有
化
し
、
革
新
都
政

を
つ
く
る
会
の
役
割
、
野
党
と

市
民
の
共
同
で
た
た
か
っ
た
都

知
事
選
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
民
世
論

が
、
小
池
知
事
に
都
知
事
選
で

掲
げ
た
都
民
公
約
の
実
現
を
迫

っ
て
い
ま
す
。
都
知
事
選
の
大

き
な
財
産
で
あ
り
、
来
年
の
都

議
選
の
土
台
で
す
」
と
述
べ
、

「
都
民
が
主
人
公
」
の
都
政
、

都
民
要
求
実
現
、
都
議
選
を
め

ざ
す
奮
闘
を
訴
え
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶
を
森
田
稔
代
表
世

話
人
が
お
こ
な
い
「
こ
の
会
が

も
っ
と
も
っ
と
大
き
く
な
っ

て
、
都
政
の
革
新
・
民
主
化
に

向
け
て
一
層
邁
進
す
る
こ
と
の

確
認
の
場
に
な
っ
た
」と
述
べ
、

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
唱

和
し
、
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

都
議
会
開
会
日
、
都
庁
前
行

動
に
集
ま
っ
た
参
加
者

今井 晃
（東京民主医療機関連合会・東京民医連）
荻原 淳
（東京自治体労働組合総連合・東京自治労連）
金子 秀夫
（東京都教職員組合・都教組）
佐久間 千絵
（新日本婦人の会東京都本部・新婦人都本部）
須藤 正樹
（自由法曹団東京支部・自由法曹団東京）
高橋 正志
（文化団体連絡会議・文団連）
西川 龍平
（日本民主青年同盟東京都委員会・民青都委員会）
長谷川 清
（東京商工団体連合会・東商連）
保科 博一
（東京地方労働組合総連合民間部会・東京労連）
松森 陽一
（東京地方労働組合評議会・東京地評）
水上 昭三
（東京都生活と健康を守る会連合会・都生連）
森田 稔
（東京地方労働組合総連合・東京労連）
若林 義春
（日本共産党東京都委員会・日本共産党都委員会）
中山 伸（事務局長）
會澤 立示（事務局長代理）

東
京
都
議
会
第
4
回
定
例
会

の
開
会
日
を
迎
え
た
12
月
1

日
、
開
会
日
行
動
・
宣
伝
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
早

朝
宣
伝
を
午
前
8
時
か
ら
都
庁

中
央
通
り
と
議
会
通
り
で
展

開
。
参
加
者
が
「
会
」
の
機
関

紙
号
外
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
中
山
伸
事
務
局
長
、
今
井

晃
、
金
子
秀
夫
、
須
藤
正
樹
、

佐
久
間
千
絵
、
長
谷
川
清
、
保

科
博
一
各
代
表
世
話
人
、
栗
原

隆
允
都
教
組
執
行
委
員
が
、
食

の
安
全
を
守
り
、
豊
洲
市
場
移

転
を
中
止
し
、
築
地
で
現
地
再

整
備
を
。
全
体
の
計
画
と
総
経

費
を
明
ら
か
に
し
、
経
費
の
節

減
で
、
五
輪
憲
章
と
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
も
と
づ
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
。

教
育
、
医
療
、
子
ど
も
・
子
育

て
の
充
実
な
ど
、
切
実
な
都
民

生
活
要
求
の
実
現
を
。い
の
ち
、

福
祉
、
雇
用
、
営
業
、
教
育
を

最
優
先
に
し
た
都
政
を
直
ち
に

実
行
へ
、
と
訴
え
ま
し
た
。

◇

◇

◇

12
時
15
分
か
ら
は
都
民
要
求

全
都
連
絡
会
、
東
京
社
会
保
障

推
進
協
議
会
、
東
京
地
評
の
3

団
体
が
主
催
す
る
都
庁
前
行
動

を
お
こ
な
い
、
1
0
0
人
が
集

ま
り
、
都
庁
に
む
か
っ
て
要
求

コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

「
都
民
に
負
担
を
残
さ
な
い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
現
を
」（
新

日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
東
京
都
連

盟
・
萩
原
理
事
長
）、「
都
が
住

民
税
や
国
保
料
の
滞
納
に
、
厳

し
い
差
し
押
さ
え
な
ど
の
取
り

立
て
を
進
め
て
い
る
実
態
を
告

発
し
、
是
正
を
求
め
る
」
（
東

商
連
・
中
里
事
務
局
長
）、「
返

済
不
要
の
都
の
給
付
制
奨
学
金

を
高
校
生
も
利
用
で
き
る
制
度

に
し
て
ほ
し
い
」
（
東
京
私
教

連
・
増
田
書
記
長
）
な
ど
の
要

望
を
訴
え
ま
し
た
。

都
議
会
か
ら
は
、
日
本
共
産

党
の
里
吉
ゆ
み
都
議
が
挨
拶
。

最
後
に
参
加
者
は
、「
戦
争
法
案

廃
止
」、
雇
用
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
、
営
業
、
平
和
を
守
る
切

実
な
要
求
実
現
を
求
め
、
力
強

く
唱
和
し
、
一
人
一
人
東
京
都

に
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

畑田 重夫
吉田 万三
小池 晃

事務局長 中山 伸
事務局長代理 會澤 立示（専従）
事務局員 氏家 祥夫

児玉 洋介
末延 渥史
前沢 淑子
工藤 芳弘

私
の
今
年
の
流

行
語
大
賞
は
何
か

考
え
て
み
た
。
す

ぐ
浮
か
ん
だ
の
は

「
リ
ス
ペ
ク
ト
」。

尊
敬
、
敬
意
と
い

っ
た
意
味
だ
。
何

度
も
聞
い
た
し
、

自
分
で
も
使
っ
た
。
市
民
と
政

党
と
の
共
闘
で
も
野
党
共
闘
で

も
相
手
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
大

切
と
い
う
よ
う
に
▼
長
い
間
の

活
動
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
二

項
対
立
で
考
え
る
こ
と
に
慣
れ

す
ぎ
て
は
い
な
い
か
。
保
守
VS

革
新
、資
本
家
VS
労
働
者
、右
翼

VS
左
翼
な
ど
な
ど
。
自
分
は
革

新
、労
働
者
の
立
場
、
左
翼
、だ

か
ら
正
義
の
側
に
い
る
。
そ
れ

に
反
対
す
る
人
や
団
体
は
敵
。

頭
の
な
か
に
あ
る
図
式
に
当
て

は
め
て
現
象
を
判
断
し
て
は
い

な
い
か
。
私
た
ち
と
い
う
の
は

不
遜
だ
っ
た
。
私
は
と
言
い
直

す
べ
き
だ
ろ
う
▼
「
安
倍
政
権

が
親
米
、新
自
由
主
義
へ
と
傾

斜
す
る
な
か
、
本
来
の
保
守
と

共
産
党
の
立
ち
位
置
は
限
り
な

く
接
近
し
て
い
る
」
と
い
う
記

事
に
出
会
っ
た
。（
中
島
岳
志
氏

＝
東
京
工
業
大
学
教
授
、
11
月

29
日
、東
京
夕
刊
）い
ま
ま
で
保

守
と
思
っ
て
い
た
人
と
も
手
を

結
び
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
安
倍

政
権
を
倒
す
時
が
迫
っ
て
い
る

▼
そ
の
と
き
大
切
な
の
は
リ
ス

ペ
ク
ト
。
お
互
い
に
敬
意
を
持

っ
て
接
し
な
く
て
は
手
を
結
べ

な
い
。re

sp
e
ct

を
英
和
辞

典
で
ひ
い
て
驚
い
た
。「re

（
ふ

り
か
え
っ
て
）sp

e
ct

（
見

る
）
」「
人
と
し
て
の
価
値
を
認

め
る
」こ
と
が
本
義
と
あ
っ
た
。

相
手
の
価
値
を
認
め
る
に
は
自

己
を
ふ
り
か
え
っ
て
自
己
変
革

を
と
教
え
ら
れ
た
。

（
の
）

食の安全・安心を守れ、豊洲新市場移転中止を！
五輪憲章・アジェンダにもとづいた２０２０東京五輪・パラリンピックを！
食の安全・安心を守れ、豊洲新市場移転中止を！
五輪憲章・アジェンダにもとづいた２０２０東京五輪・パラリンピックを！

憲憲憲法法法守守守りりり生生生かかかししし、、、都都都民民民のののくくくらららししし第第第一一一ののの都都都政政政へへへ！！！

〈敬称略〉２０１７年度「役員」

革新都政をつくる会２０１６年度総会を開催

〈代表世話人〉

〈顧 問〉

〈事務局〉

都議会
開会日行動
都議会

開会日行動

都
民
の
た
め
の

都
政
を
！

〈
国
会
報
告
〉

小
池
都
政
２
回
目
の
都
議
会

小池晃（日本共
産党書記局長・
参議院議員）

萩原純一（新日
本スポーツ連
盟東京都連盟）

新田裕也（民
青都委員会）

喜入肇（東京
自治労連）

佛木あかね
（新婦人都本
部）

木下雅英（都
教組）

多田康弘（特
定整備路線連
絡会）

石島淳（自由
法曹団東京支
部）

及川正彦（東
京民医連）

2016年12月15日

2016年12月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）

いのちを守る福祉・
防災都市東京へ!
都政 に 憲 法 を!
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革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、

11
月
29
日
、
2
0
1
7
年
度
東

京
都
予
算
編
成
と
都
政
運
営
に

対
す
る
重
点
要
求
と
築
地
市
場

移
転
中
止
や
東
京
五
輪
の
過
大

計
画
の
徹
底
見
直
し
な
ど
の
緊

急
要
求
を
小
池
知
事
あ
て
に
要

請
し
ま
し
た
。
要
請
に
は
代
表

世
話
人
・
団
体
代
表
が
参
加
し
、

現
場
の
深
刻
な
実
態
を
訴
え
、

要
望
書
を
東
京
都
に
手
渡
し
ま

し
た
。

会
の
中
山
伸
事
務
局
長
は
、

安
倍
政
権
の
暴
走
が
都
民
の
困

窮
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
下

で
、
「
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
都
政
が
、
憲
法
を
く
ら
し

に
生
か
す
立
場
で
、
く
ら
し
、

福
祉
、
医
療
、
中
小
企
業
、
教

育
、
防
災
、
環
境
、
平
和
で
都

民
要
望
に
応
え
る
施
策
の
実
現

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
要
請
を

踏
ま
え
て
予
算
編
成
に
あ
た
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

◇
◇
要
望
書
◇
◇

2
0
1
7
年
度
東
京
都
予
算
編

と
都
政
運
営
に
対
す
る
重
点
要

求〈緊
急
要
求
・
3
分
野
15
項
目
〉

○

食
の
安
全
を
守
り
、
豊
洲

市
場
移
転
を
中
止
し
、
築
地
で

現
地
再
整
備
を

○

全
体
の
計
画
と
総
経
費
を

明
ら
か
に
し
、経
費
の
節
減
で
、

五
輪
憲
章
と
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
基

づ
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を

○

都
民
の
く
ら
し
の
困
難
の

打
開
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
い

の
ち
、
福
祉
、
雇
用
、
営
業
、

教
育
を
最
優
先
し
た
都
政
を
直

ち
に
実
行
へ

〈
重
点
要
求
・
13
分
野
60
項
目
〉

1

子
ど
も
子
育
て

2

高
齢
者
・
介
護

3

医
療

4

障
が
い
者

5

生
活
保
護
・
貧
困

6

雇
用
・
若
者

7

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
人
権

8

く
ら
し
・
営
業

9

教
育

10

防
災
地
球
温
暖
化

11

国
際
金
融
・
大
改
造
計
画

12

多
摩
・
島
し
ょ

13

憲
法
・
平
和

〈
都
政
運
営
・
8
項
目
〉

○

都
政
運
営
は
、
憲
法
を
遵

守
し
「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す

る
」
こ
と
、
「
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
の
生
活
」
を
保
障
す

る
こ
と
を
基
本
に
据
え
た
運
営

を
す
る
こ
と

○

新
た
に
年
内
に
作
成
す
る

2
0
2
0
年
に
向
け
た
「
実
行

プ
ラ
ン
」
は
、
舛
添
都
政
が
策

定
し
た
、
世
界
一
ビ
ジ
ネ
ス
の

し
や
す
い
東
京
を
中
心
と
し
た

「
長
期
プ
ラ
ン
」
の
延
長
線
上

で
な
く
、
「
都
民
の
く
ら
し
第

一
」
に
編
成
し
、
2
0
1
7
年

度
予
算
案
に
反
映
す
る
こ
と

他
6
項
目
〈
略
〉

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

タ
ヌ
キ
や
ム
ジ
ナ
で
さ
え
自

分
が
住
む
穴
ぐ
ら
い
は
ほ
っ
て

い
る
。
都
民
が
自
分
の
家
を
た

て
ら
れ
な
い
わ
け
が
な
い

（
１
９
７
４
年
都
議
会
定
例

会
で
の
自
民
党
議
員
の
発
言
）

革
新
都
政
が
成
立
し
た
1
9

6
0
年
代
の
東
京
の
住
宅
事
情

は
、
数
の
う
え
で
は
住
宅
の
不

足
（
住
宅
数-

世
帯
数
）
は
解
消

さ
れ
た
も
の
の
、
戦
後
の
復
興

期
に
応
急
的
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
や
狭
く
て
古
い
な
ど
の
劣
悪

な
住
宅
が
数
お
お
く
残
さ
れ
る

と
と
も
に
、
東
京
集
中
の
も
と

で
急
増
す
る
都
市
勤
労
者
の
た

め
の
住
宅
が
決
定
的
に
不
足
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
は
戦
後
直
後

に
制
定
さ
れ
た
公
営
住
宅
制
度

に
く
わ
え
て
、
都
市
勤
労
者
を

対
象
と
し
た
住
宅
公
団
や
地
方

自
治
体
が
経
営
す
る
住
宅
供
給

公
社
な
ど
を
制
度
化
。
革
新
都

政
誕
生
の
前
年
1
9
6
6
年
に

は
住
宅
建
設
計
画
法
を
制
定
、

住
宅
建
設
五
か
年
計
画
を
策
定

す
る
な
ど
の
対
応
に
迫
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

東
京
に
お
い
て
は
用
地
不

足
、
地
価
や
建
設
費
の
高
騰
な

ど
で
住
宅
の
供
給
が
す
す
ま

ず
、
住
宅
問
題
が
都
民
要
望
の

第
一
位
（
1
9
6
8
年
世
論
調

査
）
と
な
り
、
東
京
都
の
都
民

相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の

う
ち
35
％
が
住
宅
相
談
で
占
め

ら
れ
る
な
ど
、
深
刻
の
度
を
増

し
て
い
ま
し
た
。

1
9
6
8
年
に
実
施
さ
れ
た

東
京
都
住
宅
需
要
実
態
調
査
に

よ
れ
ば
、
住
宅
不
足
（
注
）
は

46
万
8
千
世
帯
（
推
定
）
に
も

及
び
、
住
宅
困
窮
世
帯
は
1
0

1
万
7
千
世
帯
に
も
達
し
て
い

ま
し
た
。
困
窮
の
理
由
は
、「
住

宅
が
狭
い
」が
48
・
8
％
。
つ
い

で「
家
賃
が
高
い
」が
14
・
6
％
、

「
建
物
が
傷
ん
で
い
る
」
が
11

・
1
％
で
、
「
通
勤
不
便
」
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に

は
、
「
明
治
維
新
以
来
生
産
な

い
し
産
業
が
優
先
さ
れ
、
国
民

生
活
は
つ
ね
に
従
た
る
地
位
に

置
か
れ
て
き
た
」（
篠
原
一「
世

界
」1
9
7
4
年
）こ
と
、「
道

路
、
橋
梁
、
河
川
は
本
な
り
、

水
道
、
家
屋
、
下
水
は
末
な
り
」

（
芳
川
顕
生
・
明
治
政
府
の
官

僚
）
と
い
う
頑
迷
な
考
え
方
が

支
配
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
世
界
の
流
れ

は
、
住
ま
い
を
人
間
的
な
生
活

の
基
礎
と
し
て
位
置
づ
け
る

「
人
間
居
住
宣
言
」
（
国
連
人

間
回
復
会
議
）
、
「
労
働
者
住

宅
に
関
す
る
勧
告
」（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）

な
ど
が
あ
い
つ
い
で
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
「
居
住
権
」
の
考
え

方
が
主
流
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
に
位
置
づ
け

こ
う
し
た
も
と
で
東
京
都
で

は
、
東
京
問
題
調
査
会
で
の
第

一
次
助
言
「
住
宅
対
策
に
つ
い

て
」
、
住
宅
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム

研
究
会
が
作
成
し
た
「
東
京
の

住
宅
問
題
」
な
ど
第
三
者
機
関

に
よ
る
方
向
づ
け
、
政
策
提
案

を
は
じ
め
、

東
京
都
中
期
計
画

・
住
宅
難
の
解
決
は
、
都
民
生

活
の
う
え
に
お
け
る
最
大
の
課

題
で
あ
る
。都
と
し
て
は
当
面
、

緊
急
な
対
策
と
し
て
、
（
1
）

計
画
化
さ
れ
た
公
的
住
宅
政
策

に
も
と
づ
く
住
宅
の
大
量
供

給
、
（
2
）
住
宅
用
地
等
の
確

保
に
つ
い
て
一
層
の
推
進
を
図

る
必
要
が
あ
る

東
京
の
住
宅
問
題

・
公
営
賃
貸
住
宅
を
中
心
と
し

た
自
治
体
住
宅
政
策
の
確
立

・
住
宅
の
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
、

つ
ま
り
広
さ
、
職
住
接
近
・
家

賃
に
配
慮
し
た
最
低
居
住
水
準

と
住
環
境
水
準
の
設
定

住
宅
対
策
審
議
会
答
申

・
住
宅
は
持
つ
も
の
と
い
う
よ

り
利
用
す
べ
き
も
の
と
認
識

し
、
量
的
に
賃
貸
住
宅
に
比
重

を
置
い
て
い
く
必
要

・
30
％
を
目
標
と
す
る
公
的
シ

ェ
ア
の
拡
大

な
ど
行
政
計
画
・
方
針
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
予
算
も
大
幅
に
増

額
さ
れ
、
結
果
、
都
の
施
策
で

建
設
さ
れ
た
住
宅（
都
営
住
宅
、

公
社
住
宅
、
勤
労
者
の
マ
イ
ホ

ー
ム
融
資
な
ど
）
は
自
民
党
都

政
時
代
（
24
万
戸
）
の
ほ
ぼ
倍

の
46
万
戸
に
達
し
、
都
営
住
宅

に
つ
い
て
も
国
の
超
過
負
担
の

お
し
つ
け
に
ひ
る
む
こ
と
な
く

建
設
を
す
す
め
、
12
年
間
で
8

万
3
千
戸
（
供
給
戸
数
）
も
の

都
営
住
宅
を
増
や
し
た
の
で

す
。
こ
れ
は
次
の
鈴
木
都
政
の

4
・
3
倍
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
石
原
都
政
は
新
規
新

築
の
建
設
を
う
ち
切
り
、
供
給

戸
数
が
マ
イ
ナ
ス
に
逆
転
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、村
山
団
地（
武
蔵
村
山

市
）
な
ど
の
大
団
地
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
関
連
公
共
施
設

整
備
要
綱
を
つ
く
っ
て
、
施
設

整
備
や
地
元
自
治
体
へ
の
財
政

援
助
な
ど
の
基
準
を
定
め
、
学

校
、
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
、

集
会
所
、保
育
施
設
、店
舗
な
ど

を
計
画
的
に
整
備
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
面
で
も
都
営
住
宅
管

理
事
務
所
（
5
カ
所
）
に
住
宅

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
や
、募
集
方
法
に
つ
い
て
も
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
低
所
得
者

の
た
め
の
優
先
入
居
や
何
回
申

し
込
ん
で
も
抽
選
に
も
れ
る
都

民
に
住
宅
を
保
障
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
制
度
（
抽
選
に
よ
ら

な
い
優
先
入
居
）
な
ど
を
導
入

し
ま
し
た
。
今
日
、
実
施
さ
れ

て
い
る
施
策
の
お
お
く
が
革
新

都
政
の
も
と
で
具
体
化
さ
れ
た

の
で
す
。

（
卯
月
は
じ
め
）

注
＝
狭
小
過
密
・
老
朽
な
ど

住
宅
難
世
帯
の
要
件
に
該
当

し
、
か
つ
住
宅
困
窮
を
訴
え
て

い
る
世
帯

2017年度都予算編成と都政運営の要請要望
書を東京都へ手渡す=16年11月28日・都庁

東京・横田基地にオスプレイを配備させるなと訴
える参加者=16年11月23日・福生・多摩川中央公園

日
本
の
ど
こ
に
も
オ
ス
プ
レ

イ
は
い
ら
な
い
！
米
軍
の
Ｃ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
東
京
・
横
田

基
地
配
備
に
反
対
す
る
集
会
が

11
月
23
日
、
福
生
市
の
多
摩
川

中
央
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

5
0
0
0
人
が
参
加
し
、
「
オ

ー
ル
東
京
」
で
配
備
阻
止
と
基

地
撤
去
の
実
現
を
呼
び
か
け
る

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
。
集
会
後
、

基
地
の
近
く
ま
で
ア
ピ
ー
ル
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
東

京
地
評
議
長
・
森
田
稔
氏
は
、

横
田
基
地
の
機
能
強
化
の
実
態

を
告
発
し
、
配
備
阻
止
に
向
け

て
「
幅
広
い
団
体
と
力
を
合
わ

せ
オ
ー
ル
東
京
の
た
た
か
い
を

追
求
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
各
地
の

運
動
や
取
り
組
み
が
力
強
く
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
次
横
田
基
地
公
害
訴
訟

団
の
代
表
は
「
米
軍
機
の
飛
行

回
数
は
年
間
1
万
2
千
回
に
及

び
、
1
時
間
20
回
の
飛
行
も
常

態
化
し
て
い
る
」
と
被
害
の
深

刻
さ
を
告
発
。
長
野
県
佐
久
市

か
ら
の
参
加
者
は
、
米
軍
機
の

山
岳
訓
練
も
想
定
さ
れ
て
い
る

と
し
て
「
故
郷
を
侵
略
の
場
に

さ
せ
た
く
な
い
」
と
語
り
ま
し

た
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
整
備
拠
点

が
予
定
さ
れ
る
自
衛
隊
木
更
津

駐
屯
地
を
抱
え
る
千
葉
の
代
表

は
「
日
本
の
空
に
オ
ス
プ
レ
イ

は
、
い
ら
な
い
の
声
を
ひ
ろ
げ

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の

小
池
晃
書
記
局
長
・
参
議
院
議

員
が
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。
小
池
氏
は
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
横
田
基
地
配
備
は
沖
縄
や
全

国
各
地
で
強
行
さ
れ
る
米
軍
基

地
の
機
能
強
化
と
一
体
の
も
の

で
あ
り
、
首
都
東
京
に
米
軍
の

特
殊
作
戦
の
一
大
拠
点
が
お
か

れ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
「
基

地
固
定
化
と
殴
り
込
み
機
能
強

化
を
許
さ
な
い
声
を
大
き
く
上

げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

沖
縄
選
出
の
伊
波
洋
一
参
院

議
員
、
沖
縄
県
名
護
市
の
稲
峰

進
市
長
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

都
民
参
加
で
、

く
ら
し
第
一
の
２
０
１
７
都
予
算
を

日
本
の
空
に
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

日
本
の
空
に
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

横
田
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
許
す
な
！

横
田
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
許
す
な
！

１１
・
２３

５
０
０
０
人
の
大
集
会

１１
・
２３

５
０
０
０
人
の
大
集
会

革
新
都
政
の
会

小
池
知
事
あ
て
要
請

革新都政が
挑んだもの
｜住まいの確保｜
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